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学びの構想(数学科)
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2次方程式を見分けるカ
2次方程式を解くカ
2次方程式を利用する力

学びの流れ
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流れ

少人数指導でめざすカ
(きめ細かな指導内容)

対象認知 課題 条件 条件の関連化 河検討鯨り返り)
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三角形の面積 ・2点 の移動
Ⅲ縦と績の長さ
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3 章  2 次 方程式 ①  2 次 方程式

< 本 時の評価規準表>
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十分満足で きる おおむ、ね満足できる 努力 を要す る

関心 ・

・器度

意 欲 ・スキル学習

メ集 中して解 く、
・謀題

意味がわか る

・スキル学習

解 ける ところだけ解 く
・課題

意 図 を と らえiることがで
｀
きる

・スキ,ブ子学習
―全然解 こうとしな い

。課題

意味 をわか ろ うとしな い

知識 ,理 解 す2 次 方程式の意味

かけて、いえる

i 2 次方程式の意味
いえる  一

, 2 次 方程式の意味
いえない!

技能 ・表現 2 次 方程式 を選 別

移 項 して整理 して選別 す

る      .

2 次 方程式 の選別

、そのまま 2 次 式 を選ぶ

・2 本 方程式の選別

選べない

思考 ,判 断 ・式の形か ら分ける

多様な方法で分ける

, 式 の形か ら分ける

1 つ の方法で分ける

・式の形か ら分ける

分けることが できない



3章  2次 方程式 N o _ 1

1 2次 方程式の解き方 ① 2次 方程式 p.52-p.54

学
習

の
構
え

次の①～③のうち、同じ式の形で分けなさい。
式の名前と式の特徴をかきなさい。

①  5 % 2 + 1 0 %
② 3 % = 6
③ χ

2  T 4 = 0

④  6ab   ｀
⑤ χ

2_4%-21

⑥ 5 路 - 2 = 8

② 4 沈
2 y

③  % 2 + 5 死 + 6 = 0

自分で式を2つ 以上つくり、問 1の グル=プ に書き込みなさい。

2次 方程式 2次 方程式の解 2次 方程式を解 く

3  次 の方程式のうち、 2次 方程式はどれですか。
ア χ

2+4χ -4=0

ィ χ
2 _ 2 = 0

ゥ χ
2_4%+3=χ 2+5

工 ( % + 5 ) ( χ- 3 ) = 0

4  1 ,  2 ,  3 ,  4 ,  5 のうち、 2 次方程式 χ
2 _ 4

のをいいな さい。
χ+ 3 = 0 の 解 な るも
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造
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